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研究成果の概要（和文）： 本研究は、中世後期日本語資料である抄物資料について、より多くの日本語研究者による
利用を可能ならしめるために、抄物資料成立の場や状況、その言語の性格を解明し、一般にわかりやすく共有できる情
報として提供することを最終目的とした。その目的を達成するために、次の3つのステージにおける研究活動を行った
。（１）抄物成立の場の具体的状況を記述し仮名抄の口語性の強い文体形成の基盤を論じた。（２）抄物資料中のオノ
マトペの役割や授受表現の用例の分析を通して抄物における講述文体の口語性の特質を論じた。（３）報告書の作成や
海外での講演を通じて抄物資料利用の促進を図った。

研究成果の概要（英文）：　The sho-mono material is very important and useful for the historical study of 
Japanese. I aimed to promote more use of the sho-mono material in the historical study of Japanese. To 
achieve this goal, I investigated the process of making some sho-mono texts and the nature of their 
language. My activities in this study are summarized as follows : (1) I investigated into the lectures 
given by zen-monks and argued about the origin of the colloquial style of the sho-mono texts. (2) I 
examined the onomatopoeias and the benefactive expressions in the sho-mono texts to investigate the 
character of colloquialism in the sho-mono material. (3) I made the reports on the sho-mono material and 
gave the lectures at the overseas academic conferences to promote of making more use of the sho-mono 
material in the study of Japanese.

研究分野：日本語史
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１．研究開始当初の背景 
抄物（しょうもの）資料は、古代日本語

が近代日本語に転換する時期における口語
性の高い資料として夙に注目されてきた。
しかし、量・質両面における資料としての
豊かさに比して、日本語史研究における抄
物資料の利用は未だ不十分であると言わざ
るを得ない。抄物文献・中世日本語に関す
る専門的研究者を除いた他の多くの日本語
研究者は抄物資料をその研究に活かしきれ
ていない。 
 この不十分な状態の原因は、主に次の点
にあると考える。即ち、抄物資料がどのよ
うな場でどのように成立するのか個別の抄
物文献によって多様で不明瞭なために、そ
の言語の性格がつかみきれないのである。
抄物資料の複製出版は、他の日本語史資料
と比べてむしろ多い方と言っていいのでは
ないだろうか。専門的研究者による抄物資
料の網羅的研究・精密な解説も決して少な
い数ではない。にもかかわらず日本語史研
究における抄物資料利用の相対的低調、一
般の日本語研究者がいわば「及び腰」でし
か抄物資料に接し得ない現状を打破したい
と考えるのである。 
また、漢籍・漢詩文・仏典の講釈である

抄物資料が、中国語言語文化の日本語言語
文化への受容の一形態として生まれたもの
でもあることを考えると、中国や韓国の日
本語研究者・言語研究者にも抄物資料研究
への参画が望まれる。将来的には国際的な
共同研究を生み出すための基盤整備も必要
である。 
 本研究課題の研究代表者（坪井）は、か
つて『三体詩幻雲抄』の影印複製本（中田
祝夫編抄物大系所収、1977 年勉誠社刊）の
解説を執筆しており、爾来抄物の資料性や
成立に関する論考と抄物資料に見られる語
彙や文法事象に関わる論考を合わせて十数
編発表している。近年は、活用体系の歴史
的変遷に関する研究を進めてきたが、活用
体系史研究においても、中世後期における
文献調査は必須であり、常に抄物資料から
の用例を重要な証拠として取り扱ってきて
いる。 
このような自らの研究履歴の上からも、

先述の日本語史研究全体の状況からも、現
時点で、抄物資料の日本語史資料としての
特性に関する基礎的知識を検証・深化し、
日本語史資料としてこれまで以上に広範囲
に多くの研究者（日本国内の研究者のみな
らず海外の研究者も含めて）が取り扱える
ような整備された情報として学界に広く提
供されることを願い、本研究課題に取り組
むものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、抄物資料成立の場の具体的状
況とそのテキスト上の講述調文体の持つ口
語性の特質を明らかにすることを通じて、

中世日本語史資料としての抄物文献の意義
と取り扱い方を明確にし、広範囲な日本語
研究者に対して情報提供することによって、
日本語史研究における抄物資料利用の容易
化と拡大を実現することを目指したもので
ある。 
 前項（１．研究開始当初の背景）で述べ
たように、抄物資料は、中田祝夫編『抄物
大系』、岡見正雄・大塚光信編『抄物資料集
成（正・続・新）』、高羽五郎編『抄物小系』、
駒沢大学文学部国文学研究室編『禅門抄物
叢刊』、その他多くの抄物文献が複製出版さ
れ、一部の抄物の索引も作成・公刊されて
いる。そのため、複製によって目にするこ
とは比較的容易な文献資料であると言って
よい。 
また、基本的な書誌学的研究としては、

それぞれの複製本における解説があり、と
りわけ、柳田征司『室町時代語資料として
の抄物の研究』（1998 刊、武蔵野書院）と
いう優れた網羅的研究が既に存する。した
がって、資料の学界への提供という点では、
抄物資料を利用する日本語研究にとっては
恵まれた状況にあると言える。また、抄物
資料が日本語史研究のために極めて重要な
ものであることは学界の共通認識となって
いる。 
それにもかかわらず抄物の日本語史資料

としての利用は不十分であり、そのような
現状を打破し、抄物専門家以外の広範な日
本語研究者にもその利用を容易にするため
の起爆剤が必要である。本研究は、期間内
の研究計画に抄物資料内部の言語事象の調
査･考察を含むが、その言語事象の語彙的な
いし文法的研究それ自体を最終目的として
いない。 
本研究は、抄物資料の特質に関する情報

を広範な日本語研究者にわかりやすく提供
し、以て抄物資料による日本語史研究の進
展を促すことを最終目的とする研究である。
狭い専門領域内部への学術成果提供ではな
く、より広範囲な研究領域への研究成果の
還元と日本語史研究への導入（道案内）を
企図するものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では基本的に下記の３つの段階
（stage）を経て、最終目的に至ることを期
した。 
（第１段階） 
 抄物成立の場の具体的状況を解明する。
「具体的状況」とは、漢籍・禅籍等に対す
る講述が実際に行われる場合の講述者・聴
聞者・場所・講述の実態等、また、取り合
わせ抄物（集成抄物）の場合は、編集者と
被引用者との関係・原典と引用文との対
比・編集方針の実態・利用法等である。抄
物がどのようにして作られたかを可能な限
り具体的に記述する。 
（第２段階） 



 抄物における講述調文体の口語性の特質
を解明する。第１段階で得た基礎的知識を
踏まえ、抄物資料の言語の性質の考察に進
む。抄物資料が評価される点はその口語性
の高さにあるが、しかし、たとえ聞き書き
抄物といえども純粋な口述筆記ではない。
抄物における講述調文体がなぜ必要とされ
たか、なぜこのような口語的な形で成立し
たかを、抄物が基本的に「漢籍や禅籍の解
説」であることを縦軸に、抄物「特有」の
語彙・文法事項の分析を横軸として考察を
加える。 
（第３段階） 
 日本語史資料として抄物に関する基本的
情報（成立のしかた、講述調文体の性質）
を、一般の日本語研究者にわかりやすい情
報系として整理し、抄物資料の日本語史資
料としての利用のしかたをまとめる。これ
までの抄物に関する専門的研究そのものが、
一般の日本語研究者にとって、難解で取り
付きにくいものになっている現状を打破し、
中世日本語研究ないし日本語史研究のさら
なる隆盛と進展を促す。 
 
４．研究成果 
 本研究は前記（２．研究の目的）のよう
な意図をもって取り掛かったものであるが、
本研究課題の期間中に本研究課題と同様の
問題意識のもとに作成された、或いは、問
題意識・意図は異なるかもしれないが、本
研究課題代表者（坪井）の持つ問題意識に
答えてくれる優れた研究成果が続いて公表
された。 
一般向けの解説ともなっている抄物の資

料性の解明としては、柳田征司によって『日
本語の歴史３ 中世口語資料を読む』『同４ 
抄物、広大な沃野』（それぞれ 2012 年 5月、
2013 年 4月武蔵野書院刊）が刊行された（な
お、同著者の『日本語の歴史』シリーズの
他の巻々も抄物資料を日本語史研究に活か
す恰好の実践例となっている）。 
また、抄物資料の口語性を解明し、日本

語の口語ないし口語文の歴史の中に位置づ
ける作業としては、野村剛史によって『話
し言葉の日本史』（2012 年 1 月吉川弘文館
刊）『日本語スタンダードの歴史 ミヤコ言
葉から言文一致まで』（2013 年 5 月岩波書
店刊）が刊行された。〔※紹介した野村の両
著は抄物について触れる部分はそれほど多
くはないが、野村には「「抄物」の世界―室
町時代の言語生活」（東京大学教養学部国
文・漢文学部会編『古典日本語の世界 漢字
がつくる日本』所収。2007 年 4月東京大学
出版会刊）もある。〕 
本研究もこれらの優れた研究の成果を受

けながら同時進行的に自らの研究を前記
（３．研究の方法）に記した構想を修正し
つつ進めることとなり、特に当初の構想の
３つの段階のうち第３段階の研究はほとん
どを将来的課題として残すこととなった。 

 
本研究の成果は、次の３点にまとめられ

る。 
（１）〔抄物成立の場の具体的状況の解明〕
文明 3 年（1471）から文明 5 年（1473）に
かけて遠江国一雲斎で行われた、曹洞宗の
僧、川僧慧済による禅籍『人天眼目』（中国
禅宗各派の教義等を解説した著）講義の記
録である『人天眼目抄』の諸本のうち東大
史料編纂所本を主たる資料として精査を加
えた。人天眼目講義の実態を具体的に記述
し、師家（＝講師）と学人（＝聴聞者）と
の問答の記録を伴う禅書講義抄物が、仮名
抄の口語性の強い文体が形成される基盤の
一つとなったという考えを提示した論文
「抄物が生まれる現場（商量を伴う場合）
―東京大学史料編纂所蔵本『人天眼目抄』
を例として―」を発表した。 
（２）〔抄物における講述文体の口語性の特
質の解明〕抄物資料中の口語的語彙や口語
的表現の用例を蒐集し、各抄物テキスト間
の比較だけでなく、月舟寿桂編纂による『三
体詩』諸抄集成と言える『三体詩幻雲抄』
（1527 成立）のような取り合わせ抄物にお
ける引用抄文中の語形や用法の比較を行っ
た。抄物資料中のオノマトペが講述におけ
る〈注釈語〉としての役割を果たしている
実態（講述対象である漢詩文中にある中国
語オノマトペを日本語オノマトペに置き換
えているわけではなく、学習者に漢詩文の
理解を促すために「生きた注釈語」として
能動的・オリジナルに日本語オノマトペを
使用している）を指摘した論文「抄物資料
におけるオノマトペの役割」、及び、抄物資
料の言語が近代日本語における授受表現体
系発達の初期資料として有用であることを
論じた「古代日本語から近代日本語への変
化―現代日本語の特質の形成（授受表現の
発達を例として）―」を発表した。 
（３）〔抄物資料利用の促進〕研究代表者（坪
井）の既発表論文や大学での講義ノートを
まとめた２冊の研究報告冊子（『日本語史資
料としての抄物資料の特性に関する考察―
講述の現場とその伝承―』及び『抄物資料
と中世日本語研究』）を作成し、専門領域外
の若手研究者等に配布した。また、海外（韓
国、中国）の研究者・学生（日本語史の専
門的研究者だけではなく日本語教師志望者
や日本文化学習者を含む）を対象に日本語
史研究における抄物資料の重要性を実際の
研究事例に添って紹介する講演を計３回行
った。 
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